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令和４年度の調査結果をもとに被害を減らすために有効と考えられる対策を紹介します。

■対策の実施状況
県内の87%の施業地では対策が実施されていま
せんでした。対策として最も多いのは防護柵であ
り、右図のとおりでした。地図で見ると、対策を
実施している施業地はシカ密度が高い県央部に多
くあります。

■対策の効果
①効果の実感
実施した対策のうち、防護柵ではシカに侵入
され、被害を防ぐ効果が実感されていない施
業地がありました。防護柵は、シカの侵入を
防ぐ有効な対策ですが、効果の発揮には適切
な設置と管理が必要です。

②シカの目撃頻度と対策による効果の考察

　広島県では、シカの被害から植栽木を守るうえで重要な対策である捕獲技術に焦点を当てた「ニホ
ンジカ林業被害防止技術マニュアル」を作成しました。
　捕獲については、これまで被害を軽減させるための捕獲技術が十分に検証されていなかったこと等
から、広島県では令和２～４年度の３年間で、「捕獲技術の確立」、「捕獲人材の育成」、「捕獲体制の構築」
を目的に、モデル地区を設定し、実証事業を行い、技術的な知見を蓄積しました。
　その結果、施業地に出没した個体を水際で迎撃する捕獲「水際捕獲」が有効であることが明らかに
なりました。
　このマニュアルを活用し、被害防止に取り組んでいただければ幸いです。

被害を防ぐために必要な取組
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横軸は目撃効率で、右にいく
ほどシカが多く生息する施業
地 で す。目 撃 効 率 が 0-1 と
1-2 で、それぞれ対策実施な
しと防護柵を設置した施業地
を比較すると、防護柵を設置
した施業地で被害が軽減され
ていることがわかります。

対策の効果の実感
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マニュアルはこちらからご覧になれます

〒730-8511　広島県広島市中区基町 10-52
電話：082-513-3701　Fax：082-223-3583
　

メール nouringyou@pref.hiroshima.lg.jp
　

( 対策について回答のあった 520 施業地を対象 )

( 頭 / 人・日 )
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https://www.pref.hiroshima.lg.jp/soshiki/86/deer-forestry.html


